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山
の
残
雪
消
え
や
ら
ず

ヤ
マ
セ
肌
刺
す
春
の
日
に

ま
た
も
冷
夏
と
さ
さ
や
か
れ

祈
る
気
持
で
種
蒔
い
た

あ
の
日
が
嘘
の
気
さ
え
す
る

黄
金
ゆ
た
か
な
こ
の
実
り
 

郭
公
初
夏
を
告
げ
る
頃

ど
う
や
ら
天
も
味
方
し
て

野
づ
ら
く
ま
な
く
光
り
満
ち

青
田
す
く
す
く
夢
さ
そ
う
 

銀
河
き
ら
め
く
夏
の
日
は
 

久
方
振
り
の
晴
れ

つ
づ
き
 

あ
す
な
ろ
太
鼓
ひ
び
か
せ
て
 

ま
ち
は
挙
げ
て
の
虫
ま
つ
り
 

雨
の
な
い
日
を
指
折
っ
て
 

水
澗
れ
こ
こ
ろ
痛
め
た
が
 

そ
れ
も
な
ん
と
か
切
り
抜
け
て
 

稲
穂
重
た
い
秋
と
な
る
 

澄
ん
だ
オ
ゾ
ン
を
い
っ
ぱ

い
に

胸
に
吸
い
こ
む
今
朝
の
露

エ
ン
ジ
ン
軽
く
さ
あ
や
る
ぞ

は
ず
む
バ
イ
ン
ダ

ー
 

コ
ン
バ
イ
ン
 

お
ら
が
ふ
る
さ
と
米
ど
こ
ろ

お
岩
木
様
も
頬
ゆ
る
み
 

一
等
米
の
太
鼓
判
 

ひ
と
風
呂
浴
び
て
囲
む
卓

家
族
そ
ろ
っ
て
み
な
笑
顔

あ
す
の
手
順
も
も
う
決
ま
り

晩
酌
の
ど
に
し
み
と
お
る

取
り
入
れ
済
め
ば
嫁
と
り
だ
 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

世 帯 数 	14,643 

（昭和59年 9月1日現在）住民基本台帳から 

露喜護裂昌よ起ニ答票ミジ呂gニミ弓巌．  

男 	25,388人 

女 	27,244人 

市 の 人 口 

52,632人 

、ぐこ二叱つぺこニソ＝で●“に；コ‘り二’、叱こ 

昼旦所ゴ
菱熱に5ョ』ミ1三I言巨 
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▽
被
表
彰
者
 

賛I施荏3？雌年にか 	 社 

製7III五所1'源市社会福祉大会嶋 
― 一 	 は 

‘、 明 

「貞 
社 

渋
谷
 
健
治

（
金山
）
 

長
峰
 
勝
義
（
飯
詰
）
 

其
田
み
よ
の
（
下
岩
崎
）
 

小
山
内
武
由

（
神
山）
 

社会福祉大会であいさつする森田市長 

笹
森
 
豊
弘

（
浅井
）
 

新
谷
 
哲
男
（
原
子
）
 

阿
部
与
三
郎

（
羽野
木
沢
）
 

伊
藤
 
博
治

（俵
元
）
 

阿
部
千
代
三
郎
（
羽
野
木
沢
）
 

岩
測
 
睦
男
（
姥
蓮
）
 

平
山
 

寛
（
姥
蓮
）
 

工
藤
 
倉
雄

（
中
泉）
 

福
井
 
勇
次
（
梅
田
）
 

伊
藤
健
四
郎

（
原
子）
 

片
岡
 
勝
雄

（
松野
木
）
 

外
崎
源
次
郎

（
旭
町）
 

工
藤
 
金
造

（
中平
井
町
）
 

斎
藤
長
三
郎

（
下
平井
町
）
 

藤
田
 
留
作
（
雛
田
）
 

神
 
幸

一
 （
新町
）
 

高
橋
の
り
子
（
松
島
町
）
 

立
ち
あ
ゲ
る
市
民
の
ま
に
 

。了 
T' 

ます 

10月 1日～12月31日 赤い羽根共同募金 

わたしたちは 

也さしさを集め 

非
常

事
態

宣
言
中
班
嬬

額
 

五
所
川
原
警
察
署
で

は
、
飲
酒
、
無
免
許
、

暴
走

運
転
の
交
通
三
悪
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い

る
た
め
非
常
事
態
を
宣
言
、
悪
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を

重
点
的
に
取
締
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

「
み
ん
な
の
力
で
築
こ
う
地

域
福
祉
」
 
を
ス
ロ
ー
ガン
に
掲

げ
た
第
二
十
七
回
市
社
会
福
祉

大
会
が
、
九
月
十
八
日
、
市
民

文
化
会
館
に
関
係
者
約
三
百
人

が
出
席
叱
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
平
山
誠
敏
市
社
会
 
 

福
祉
協
議
会
長
が
式
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
森
田
市
長
が
「
社
会

福
祉
を
向
上
さ
せ
、
明
る
く
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
創
り
出
す

た
め
に
、
市
民
の
福
祉
へ
の
関

心
が
、
本
大
会
を
契
機
に

一
層

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
福
祉
活
動
功
労
者
へ

表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
り
、
来

賓
の
祝
辞
の
あ
と
意
見
発
表
と

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

意
見
発
表
は
、
市
立
第
三
中

学
校
二
年
の
荒
木
関
方
人
さ
ん

が
「
老
人
問
題
を
考
え
て
」
、市

家
庭
児
童
相
談
員
の
田
辺
洋
三

さ
ん
は
「
児
童
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
」
 
の
タイ
ト
ル
で
日
頃

の
考
え
を
発
表
、
ま
た
土
岐

冨
造

・
前
社
会
福
祉
協
議
会

長
が
「
市
町
村
社
協
の
強
化
推

進
に
つ
い
て
」
 
と
題
して
講
演

を
し
ま
し
た
。
 

小
笠
原
つ
重
（
持
子
沢
）
 

川
村
ひ
で
子

（
中平
井
町
）
 

小
笠
原
節
子

（
田川
）
 

▽
感
謝
状
 

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人
 

会
（
吹
畑
）
 

笠
井
 
武
道
（
桜
田
）
 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
青
森
県
支
 

部
青
年
部
五
所
川
原
分
会
（
飯
 

詰
）
 

鳥
の
多

一
 
（
大町
）
 

五
所
川
原
市
農
業
青
年
会

（
長
 

富
）
 

敷
島
町
青
年
部
（
敷
島
町
）
 

普
明
会
教
団
高
岡
支
部

（富
山
 

県
）
 

オ
ー
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
津
 

軽

（木
造
町
）
 

津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
ー
ッ
谷
）
 

東
北
電
労
青
年
部
（
田
町
）
 

五
所
川
原
市
合
同
除
厄
実
行
委
 
 

員
会

（石
岡
）
 

藤
田
 
博
（

鳥
森
）
 

長
尾
 
キ
ョ
（
東
 
町
）
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（平
和
 

町
）
 

木
村
孝
次
郎

（田
町
）
 

秀
 
栄
 
会

（鷺
坂
）
 

阿
部
 
初
美
（
松
島
町
）
 

渋
谷
 
幸
造

（
松島
町
）
 

大
和
山
青
年
会

（
鎌谷
町
）
 

一
ニ
上
 俊
一
 
（姥
蓮
）
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支
 

店
重
陽
会
（
敷
島
町
）
 

小
山
内
有
義
（
布
屋
町
）
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
大
町
）
 

成
田
 
善
蔵
（
小
曲
）
 

松
島
町
仲
よ
き
会

（
松
島
町
）
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

ラ
ブ
 

五
所
川
原
生
活
学
校
（
十
川
町
）
 

照
秀
会
五
所
川
原
支
部
（
鳥
森
）
 

昭
和
パ
ー
ル
会
 

山
本
 
和
夫

（週
刊
漫
画
サ
ン
 

デ
ー

編
集
長
）
 

船
水
 
冨
則
（
石
岡
）
 

田
津
 
俊
一
 （
旭
町）
 

鶴
谷
 
正
夫

（布
屋
町
）
 

響
向
魯
暑
習
邸
 

勧
鄭
一
一
児童
ら

が
意
見
発
表
 

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
 

《
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つ
快
適
な
生
活
環
境
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
 

◇
 
◇
 

最
近
特
に
「
公
害
」
 
に係
 

発
生
を
防
止
し
、
健
康
で
明

る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の

た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

の
他
の
人
の
 

活
動
に
伴
っ
  

健
康
な
街
づ
く
り
に
ご
協
力
を
 

て
生
ず
る
相
 

当
範
囲
に
わ
た
る
大
気
の
汚

染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の

汚
染
、
騒
音
、
振
動
、
地
盤

の
沈
下
、
及
び
悪
臭
に
よ
っ

て
人
の
健
康
、
又
は
安
全
か
 

る
事
件
の
苦
情
、
訴
え
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

事
業
活
動
等
に
よ
っ
て
生

ず
る
こ
れ
ら
水
質
汚
染
、
 

騒
音
、

振
動
、

悪
臭
等

の
 

「
公
生
ど
と
は
事
業
活
動
そ
 

公
害
2
1
 

、
ンリ
ー
ズ
 

（
 
 

ー
 

構内線路を横切らないで 
国鉄五所川原駅の貨物構内を横切る人が目立ち、当駅では事故防止のため自粛を呼びかけてい

ます。 

これは朝タの通勤、登下校時に駅裏中央公民館脇から貨物構内を横切り、日通営業所付近に出

るものですが、列車の発着などがあり大変危険ですので横内を横切らないようにお願いします。 

米
の
生
産
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ

い
」
 
と
あ
い
さ
つ
をし
ま
し
た
。
 

当
地
方
の
稲
刈
り
は
昨
年
よ

り
約
二
週
間
早
ま
り
そ
う
で
す
。
 

ー
C
工
場
の

地

鎮
祭
 

日
立
入
間
電
子

五
所
川
原
工
場
 

市
が
今
春
か
ら
着
手
し
た
県

指
定
の
「
漆
川
工
業
団
地
」
 
で

九
月
十
一
日
、
立
地
企
業
第
一

号
の
日
立
入
間
電
子
脚
五
所
川

原
工
場
「
五
M
(
I
c
の
全
工

程
）
新
築
工
事
」
地
鎮
祭
が
、
 

現
地
で
関
係
者
約
八
十
人
出
席

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

漆
川
工
業
団
地
は
、
津
軽
西

北
五
広
域
圏
の
拠
点
工
業
団
地

と
し
て
県
が
計
画
を
策
定
し
、
 

P一 

第 1 号立地企業の地鎮祭 

今
年
二
月
二
十
八
日
、
県
の
指

定
を
受
け
市
土
地
開
発
公
社
が

造
成
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
計

画
面
積

は
二
十
万
六
千
平
方
 

H
で
、
六
十
二
年
ま
で
に
団
地

造
成
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。
 

同
社
で

は
、
業
務
拡
張

の

た
め
に
七
万
二
千
平
方
H
の
用

地
取
得
を
予
定
し
、
第

一
期
工

事
分
と
し
て
六
十
年
四
月
を
稼
 

動
目
標
に
延
べ

一
万
平
方
メ
ー
 

ト
ル
の
新
工
場
を
建
設
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
二
百
人
の
従
業
員

の
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
 

地
鎮
祭
は
同
日
午
後
三
時
か

ら
行
い
、
神
事
の
あ
と
同
社
の

阿
部
亭
社
長
ら
が
ク
ワ
入
れ
し

た
あ
と
、
森
田
市
長
ら
十
八
人

が
玉
串
を
さ
さ
げ
て
無
烹
元
成

を
祈
り
ま
し
た
。
 

市
税
を
 

滞
納
し

て
い
ま
せ
ん
か
 

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
な

る
べ
く
早
く
納
付
し

て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
滞
納
の
解
消
を
強

力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

市
民
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

五
十
九
年
産
米
の
初
検
査
が

九
月
十
三
日
、
市
内
藻
川
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
好
天
続
き
か

ら

稲

の
生
育
が

早
ま
り
、

昨
年

よ
り
も

約
ー

力
月
早
い

初
検

査
で
、
三
十
八
俵
（

一
俵
六
十

キ
ロ
）
全
量
が

一
等
米
に
格
付
さ

れ
、
本
格
的
な
刈
り
取
り
を
目

前
に
幸
先
よ

い
出
足
と
な
り
ま

し
た
。
 

新
米
検
査
を
受
け
た
の
は
高

橋
武
一
さ
ん

（
六十
一
）
、品
種

は
早
生
の
奨
励
品
種

コ
チ
ミ
ノ

リ
で
、
四
月
二
十
日
に
田
植
え
、
 

今
月
七
日
に
刈
り
取
り
を
し
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
日
午
前
十
時
か
ら
市
農
 

協
八
号
倉
庫
で

行
わ
れ
た
初
検

査
に
は
、
生
産

者
な
ど
約
六
十

人
が
集
ま
り
、
 

山
谷
清
徳
青
森

食
糧
事
務
所
五

所
川
原
支
所
長
、
 

川
島
康
平
北
地

方
農
林
事
務
所

長
ら
が
「
こ
の

ま
ま
い
く
と
“
一

〇
三
）
の
作
況

指
数
よ
り
若
干

上
回
り
そ
う
で
、
 

五
年
ぶ
り
の
豊

作
確
実
で
す
。
 

今
後
は
適
期
刈

り
取
り
で

一
等
 

    

    

    

    

  

良品質に表情も緩む 

全量 1 等米を出した初検査 



方
 m

一
般
の
部
 
一
般
考
案
者
 

発
明
く
ふ
う

作
品
を
募
集
 

▽
応
募
資
格
 
県
内
在
住
の
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
右
記
以
外
で
も
県
外
に

出
稼
ぎ
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た

め
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に

現
地
選
考
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
 出

稼
ぎ
者
 

現
地
選
考
会
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
秋
冬
期
出
稼
労
働
者
を

対
象
と
す
る
現
地
選
考
会
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

自
治
医
科
大
学
 

入
学
者
を
募
集
 

昭
和
六
十
年
度
の
入
学
試
験

が
次
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
お
よ
び
昭
和
六
十

年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
 

市
の
執

務
時
間
 

冬
時
間
が
な
く

な
り
ま
し
た
 

市
役
所
（
病
院
を
除
く
）
の

執
務
時
間
は
、
夏
季
、
冬
季
期

間
に
関
係
な
く
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
四
十
五
分
ま
で

（
昼の
休
憩

時
間
は
正
午
か
ら
午
後
零
時
四

十
五
分
ま
で
）
 

▽
土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
 

（個
人
及
び
法
人
）
 

A
特
定
課
題
部
門
 
「
音

・

光
を
利
用
し
生
活
に
う
る
お
い

を
与
え
る
発
明
く
ふ
う
」
 

B
自
由
課
題
部
門
 
特
定
課

題
部
門
以
外
の
も
の
。
 

②
学
校
の
部
 
小
・
中
学生
・

高
校
生
及
び
教
職
員
 

A
特
定
課
題
部
門
 
「
子
ど

も
た
ち
の
目
か
ら
見
た
学
習
に

役
立
つ
新
し
い
教
材
、
教
具
」
 

B
自
由
課
題
部
門
 
特
定
課

題
部
門
以
外
の
も
の
。
 

⑧
絵
画
の
部
 
小

・
中
学
生

課
題
「
未
来
の
科
学
の
夢
」
 

A

一
般
部
門
 
「
未
来
の
科

学
の
世
界
や
未
来
の
夢
」
 

B
テ
ー
マ
部
門
 
「
未
来
の

乗
り
も
の
」
 

▽
受
付
期
間
 
五
十
九
年
十

月
十
三
日
（
土
）
か
ら
十
月
一
一

十
二
日
（
月
）
ま
で
 

▽
応
募
先
 
曲
発
明
協
会
青

森
県
支
部
 
青
森
市
長
島
一
丁

目
ー
ノ
ー
 （
県商
工
課
内
廿
〇

一
七
七
ー
二
ニ
ー
一
一

一
一

内
線
四
一
五
八
番
｝
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

▽
募
集
人
員
 
百
名
 

▽
出
願
書
類
 
昭
和
六
十

年
一
月
八
日

（火
）
か
ら
一
月

十
八
日
（金
）
ま
で
に
必
着
の
こ

と
。
た
だ
し
郵
送
す
る
場
合
は

書
留
郵
便
に
す
る
こ
と
。
 

▽
第
一
次
試
験
 
昭
和
六
十

年
二
月
一
日

（
金）
 

〇
試
験
科
目
 
数
学

・
外
国

語

・
理
科
 

▽
第
ニ
次
試
験
 
昭
和
六
十

年
二
月
十
三
日
（
水
）
 

〇
試
験
科
目
 
心
理
テ
ス
ト
 

・

小
論
文
・
数
学

・
外
国
語

・

理
科
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

青
森
県
環
境
保
健
部
医
務
薬
務

課
 
青
森
市
長
島

一
丁
目
一
番

地
一
号

（
廿
〇
一七
七
ー
二
一
一
 

ー
六
二
八
五
番
）
へ
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■加入申し込みは 

市の市民相談室（本庁2階）及び各支所の窓口で受付 

けます。 

申し込みによって「加入者」 として登録されるほか、 

出稼協会から 「加入登録票」が渡されます。 

■掛金は 

1人年間600円です。 

ほかに、県と市が1人年間800円ずつ負担します。 

■見舞金受給手続き 

事故に応じて、次の書類を市経由で協会に申請して下 

さい。 

なお、「申請書」は市民相談室の窓口にあります。 

・死亡したとき 

死亡診断書か死体検案書と戸籍謄本。ただし、勤務時

間内に死亡したときは、さらに雇用主の証明書が必要で

す。 

・傷病のとき 

医師の診断書 

・廃疾のとき 

医師の証明書 

・火災にあったとき 

所轄消防署長の発行した羅災証明書  

■事故見舞金制度とは 

出稼労働者および留守家族のしあわせのために、県と 

市町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎする方が、みんな加入し、掛金を出し合ってお 

互いに助け合うものです。 

加入した出稼ぎ労働者はいつ、どこで災害にあっても 

見舞金がうけられます。 

■出稼ぎ労働者とは 

1カ月以上1年未満居住地を離れて就労し、就労後、 

居住地に帰る方をいいます。（県内外の就労を問いません） 

●見舞金早見表 

種 	類 給付額 事故・災害の程度 

死亡 見舞金 
500,000円 動務時間内に死亡したとき 

200,000円 勤務時間外に死亡したとき 

傷病 見舞金 

80,000円 6カ月以上休業して治療を要するとき 

60,000円 
3 カ月以上6カ月未満休業して治療を

要するとき 

50,000円 
1カ月以上3カ月未満休業して治療を

要するとき 

不具廃疾見舞金 200,000円 不具廃疾により労働不能となったとき 

火 災 見舞金 
80,000円 留守宅が半焼以上のとき 

30,000円 就労先の宿舎が全焼したとき 

現地選考会日程 
県別 日 程 時 間 場 	所 

埼玉県 10月 1 日（月） 
西北労働基準協会 

二階会譲室 

(,",一6336番） 

干葉県 10月 2 日（火） 
午前 9時 

、 

正 	午 

神奈川県 
（第 2班） 

10月 3 日（水） 

東京都 
（第 2班） 10月 4 日（木） 

静岡県
愛知県 10月 5 日（動 
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俳
 

  

 

句
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

渇
水
の
河
の
州
に
出
て
迷
い
蝶
 
前

田
 
水
馬

死
ぬ
人
を
死
な
し
て
赤
き
ひ
で
り
星
 

増
田
木
亘
子

風
涼
し
す
っ
く
と
嶺
の
あ
す
な
ろ
う
 

三
上
 
北
人

狛
犬
の
肌
の
感
触
秋
立
て
り
 
敦

賀
 
晴
川

路
地
育
ち
の
男
の
子
鼻
白
祭
り
の
子
 

・
 
尾
崎
 泉
草

刈
り
伏
せ
て
香
る
朝
草
母
の
河
 
成
田
 
千

空
 

否
（
刻雄
／
 
）「濡
気
裂
鴻移
 

，

、
一
 
負

担
を
少
な
く
す
る
に
は
医
 

, 

療
費
を
節
約
す
る
し
か
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。“決
し
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
な
〈
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
が

あ
っ
た
ら
ど
し
ど
し
診
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
 

早
期
に
受
診
し
て
早
め
に
病

気
を
治
す
と
い
う
こ
と
が
節
約

の
大
切
な
手
段
の
ー
つ
で
す
。
 

「自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
と
い
う
心
構
え
を
持
っ
て
、
 

国
保
制
度
の
健
全
な
発
展
の
た

め
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

ま
た
国
保
で
は
、
進
む
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
体

力
増
進
と
健
康
づ
く
り
に
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ッ
事
 

▽
不
法
無
線
に
よ
る
警
察
無

線
、
防
災
行
政
無
線
、
航
空
用

無
線
等
重
要
通
信
に
対
す
る
混

信
妨
害
が
発
生
し
て
問
題
と
な
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道

（
松陰
の

道
）
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
十
月
十
四
日
（
日
）
 

午
前
八
時
ー
午
後
五
時
三
十
分

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
十
三

湖
遊
賞
碑
ー
福
島
城
祉
ー
七
ッ

滝
ー
松
陰
道
（
徒
歩
六
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
）
ー
竜
飛
ー
義
経
寺

ー
 

平
館
台
場
ー
蟹
田
ー
今
泉
ー
五

所
川
原
（
午
後
五
時
三
十
分
着
）
 

▽
集
合
時
間
及
び
場
所
 
午
前

八
時
 
歴
史
民
俗
資
料
館
前

▽
会
費
 
一
人
四
千
円
（
昼
食

代
、
見
学
料
、
バ
ス
代
含
む
）
 

▽
申
込
先
 
青
森
市
大
字
松
森

字
佃
田
 
青
森
県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
廿
〇

一
七
七
ー
四
ニ
ー
一
〇
六
四
番
）
 
 業

を
進
め
て
い
ま
す
。
 

ー
保
険
税
は
必
ず
納
期
内
に
 

納
め
ま
し
ょ
う
廿
 

（
市保
険
年
金
課
）
 

っ
て
い
ま
す
。
 

▽
不
法
な
無
線
機
を
持
っ
て

い
た
り
使
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
 

電
波
法
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
 

▽
申
込
み
締
切
り
 
十
月
十
一
 

口
口
 

▽
そ
の
他
 

・

会
費
は
、
当
日
ご
持
参
下

さ
い
。
 

・

登
山
用
服
装
に
ズ
ッ
ク
靴

を
着
用
し
て
下
さ
い
。
 

・

途
中
、
山
道
を
六
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
歩
き
ま
す
。
歩
け
な

い
人
は
、
竜
飛
ま
で
バ
ス
で

行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金

と
い
う
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
n
 

▽
「
使
っ
て
い
る
人
」
や
「売

っ
て
い
る
店
」
等
の
情
報
は
東

北
電
波
監
理
局
監
視
部
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
 

o

住
所
 
〒
九
八
〇
 
仙
台

市
本
町
三
丁
目
二
番
地
二
十
三

号

（胃
〇
二
二
ニ
ー
六
一
ー
五

一
三
一
 
内
線
四
一
六
番
）
へ

ど
う
ぞ
。
 

無
保
険
バ
イ
ク
は
 

F
違
法
で
す
 

バ
イ
ク
も
普
通
の
自
動
車
と

同
じ
よ
う
に
自
賠
責
保
険

（
共

済
）
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

も
し
、
無
保
険

（
無共
済
）
 

で
走
る
と
六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
 

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
 

さ
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り

免
許
停
止
処
分
に
な
り
ま
す
。
 

ー
チ
ェ
ッ
ク
は
 

あ
な
た
の
目
で
ト
 

一嚢
湘
識
 

総
務
庁
で
は
、
来
る
十
月
十

四
日

（
日）
か
ら
十
月
二
十
日
 

（
土
）ま
で
を
「
行
政
相
談
週

凹
と
定

め
、
み
な
さ
ん
が
常

日
ご
ろ
い
だ
い
て
い
る
意
見
、
 

苦
情
、
要
望
等
に
つ
い
て
「
秘

密
」
を
守
り
、
親
身
に
相
談
し

ま
す
。
 

▽
期
間
 
十
月
十
四
日
（
日
）
 

か
ら
十
月
二
十
日
（
土
）
ま
で
 

▽
場
所
 
市

役
所
市
民
相

談
室
 
た
だ
し
、
土

・
日
曜
日

は
行
政
相
談
委
員
宅
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
 

▽
相
談
委
員
 

o

坂
本
甚
作
 
市
内
大
字
姥

落
字
桜
木
（
呑
三
五
ー
三
〇
四

八
番
）
 

o

成
田
栄
一
 
市
内
字
柳
町
 

（廿
三
五
ー
四
〇
一
三
審
）
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
総
務
庁

青
森
行
政
監
察
局
（
e
〇
一
七

七
ー
三
五
ー
一

一
〇
〇
番
）
へ

ど
う
ぞ
。
 

お
詫
び
 
九
月
十
五
日
号
の

三
歳
児
健
診
の
対
象
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。
 

対
象
は
五
十
六
年
六
月
生
れ

で
す
。
 

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病

気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
叱
き
、
お
互
い
に
助
け

合
お
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
 

み
な
さ
ん
が
診
療
を
受
け
ら

れ
た
場
合
、
国
保
か
ら
支
払
う

医
療
費
は
み
な
さ
ん
が
負
担
し

た
国
保
税
や
国
か
ら
の
補
助
金

で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
医
療
費

が
ふ
え
れ
ば
保
険
税
も
値
上
り
 

Lあなたのポケットに一冊」 

60年度版 県 民 手 帳 

デザイン・紙質一新、ますます便利で 

使いやすくなりました。（アドレス帳別刷 

付） 

）頒 価 1部 300円 

59年度版 県勢クラブ 

青森県の動きが、一目でりょう然にわ

かるカラーパンフレット。（裏面は青森県

全図） 

レ頒 価 1部 350円 

レお申込みは、市秘書企画課統計調査係 

（廿35- 2111番内線318・319）へどうぞ。 

ー
不
法

な
無
線
機
を
 

運
用
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す

ー
 

「
歴
史
の
道

め
ぐ

り
」
 
参加
者
を
募
集
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広
報

紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
 

月日 、実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

10月19
H
団 

豊 	成 	り ん ご 倉 庫 前 
俵 	元 	警 	鐘 	台 	前 
原 	子 	コミュニテイハウス原子前 
前田野目 	西 塚 商 店 前 
派 	立 	新 谷 啓 宅 前 
高 	野 	神 	社 	前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～11時00分 
11時10分～11時40分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 

10H22

H

囲 

松島町 	八丁 目 バ ス 停前 
松島町 	松 島 ス ト ア 前 
松島田手 	松 島 会 館 前 
田園調布 	藤 巻 商 店 前 
鎌谷 町 	防災コミュニテイセンター前 
平和町 	集 	会 	所 	前 
田町・栄町 白 衣 神 社 前 
「日市内 	市 民 会 館 前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 
14時00分～14時20分 

10月23
H
因 

下平井町 	老 人 ホ ー ム 前 
「日 市内 	敷 島 分 院 跡 地 

I日市町 	斎 勝 駐 車 場 
末広町 	保 	健 	所 	前 
小 	曲 	集 	会 	所 	前 
小 	曲 	秋 田 谷 旅 館 前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
12時00分～12時20分 

10月24
日

困 

会
の

良
今

「
協
防

所
家
店

所
一』
庫
所

新
若

田
高
鶴
上
下

前
前
前
前
前
前
前

集
森
奈
集
パ

展
消

宮
葉

川
瀬
岡
川
川
 

ュ
 
好
 

商
 

り
倉
屯
 

ケ
藻
藻
  

9時30分～ 9時50
10時00分～10時30
10時40分～11時00
11時】0分～11時30
11時40分～12時00
13時00分～13時20
13時30分～13時50 

分 
分 
分 
分 
分 
分 
分 

青森職業訓練短期大学校 

昭和60年度学生を募集 

技術革新の進展に対応できる実践技術者の養成を目的

に、 1学年 1科20名の少数教育方式のもと、独自の教育

訓練を実施し、国（労働省所管・雇用促進事業団）が設

置運営する 2 年制の工科系職業訓練短期大学校です。 

次のとおり60年度の学生を募集しています。 

レ募集人員 

科名 
生 産

機械科 

金 属

成形科 
電子科 

建 築

設備科 
計
  

備 考 

定員 20名 20名 20名 20名 80名 男女不問 

D訓練期間 各科とも 2 年 

レ応募資格 学校教育法による高等学校を卒業した者 

（昭和60年 3月卒業見込みの者を含むJ または、これと 

同等以上の学力を有すると認められる者。 

ン出願期間 昭和60年 2 月1日～ 2 月25日 

レ入学試験 

(1堪月日」昭和60年 2 月27日（水） 

(2）場所 本校（青森職業訓練短期大学樹、青森、秋田、 

盛岡、函館の各試験場 

(3）試験科目 数学 I 、理科（理科 I ・物理・化学から 

1科目選択）、英語 I 

レ合格発表 昭和60年 3 月 2 日（土）本人、出身校に通 

知します。 

ン間い合わせ先 学生募集要項、その他詳しいことを知り 

たい方は「青森職業訓練短期大学校学生課、廿37- 3201 

番」へどうぞ。 

住所〒03 五所川原市大字戸沢字畑林21番地  

ン料金 登録済のもの 

集今誉世せ 1・聖具 I1,600円
注射済票 360円 I 

登録していないもの 

集合注射料 1,240円、 

注射済票 360円’ 3,700円 

登録料 2,100円’ 

⑨犬の放し飼いは出来ません 

レ犬の登録をしなしュと 	蓄二讐紫 13万円以 

ン犬に注射を受lナさせないと蓄な讐紫 I 下の罰金 

ン犬を放しておくと・・・・・・…・・・…県飼犬の管理及び犬による

危害の防止に関する条例第 

3条違反 1万円以下の罰

金 

※犬のフンはみんなが迷惑しています。飼主は必らず始末

しましょう。 

従来おこなっていたハガキによる個人通知はいたしませ

んので、下記日程表をご覧下さるようお願いいたします。 

秋季狂犬病予防注射日程 

月日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

10月11
日
困 

みどり町 	コミュニテイセンター栄前 
梅 	田 	成 田 理 容 所 前 
梅 	田 	支 	所 	前 
中 	泉 	集 	会 	所 	前 

翼撃資）コミュニテイセンター七和前 

9時30分～10時00分 
10時10分～10時30分 
10時40分～11時00分 
11時10分～11時30分 

11時40分～12時10分 

10月 
12
B. 

福 	山 	福 山 集 会 所 前 
野 	里 	野 里 公 民 館 前 
神 	山 	松 野 商 店 前 
松野木 	十 	文 	字 
若 	山 	石 岡 治 男 宅 前 
石田 坂 	集 	会 	所 	前 
戸 	沢 	斎 藤 精 米 所 前 
福 	岡 	佐 々 木 商 店 前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～1】時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 
14時00分～14時20分 

10月15

日囲 

桃 	崎 	バ 	ス 	停 	前 
一野坪 	対 馬 静 賢 宅 前 
馬 	性 	集 	会 	所 	前 
飯 	詰 	秋 元 商 店 前 
飯 	詰 	支 	所 	前 
下岩崎 	集 	会 	所 	前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
12時00分～12時20分 

10H16
B
因 

共 	栄 	集 	会 	所 	前 
長 	富 	集 	会 	所 	前 
毘沙門 	泉 谷 正 志 宅 前 
桜 	田 	公 	民 	館 	前 
沖飯詰 	集 	会 	所 	前 
川 	山 	コミュニテイセンター中川前 
種 	井 	集 	会 	所 	前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 

10H 17

H 
困 

漆 	川 	神 	社 	前 
石 	岡 	寺 田 武 道 宅 前 
金 	山 	児 	童 	館 	前 
水野尾 	集 	会 	所 	前 
米 	田 	対 馬 精 米 所 前 
吹 	畑 	毛 内 光 春 宅 前 
唐笠柳 	T 	字 	路 
十 	川 	吉 村 商 店 前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時20分 
10時30分～10時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 
14時00分～14時20分 

10H18
B
困 

湊 	集 	会 	所 	前 
姥 	落 	神 	社 	前 
稲 	実 	消 防 屯 所 前 
広 	田 	市農協栄支所前 
七 ッ 館 	工 藤 理 容 所 前 
浅 	井 	ドライブイ ン横綱前 

9時30分～10時00分 
10時10分～10時30分 
10時40分～11時00分 
11時00分～11時30分 
11時40分～12時00分 
12時10分～12時30分 
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